
589,048 千円

37,561 千円

△ 750 千円

78,414 千円

242 千円

50,000 健康づくり課

3,400 健康づくり課

3,547 学校教育課

1,695 学校教育課

8,578 子ども課

1,069 子ども課

☆保育所管理事業

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、デジタル
ファーストの推進と感染予防対策の徹底を図るため、公立保育園にWi-Fi環境
を整備し、保育士の研修等の充実を図ります。

○通常保育事業

　県の補助金を活用し、高甫保育園のやまほいく活動フィールドとして活用を
予定する近隣する野辺町の椚原豊守神社の支障木を伐採します。

☆児童クラブ運営事業

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、デジタル
ファーストの推進と感染予防対策の徹底を図るため、児童クラブにWi-Fi環境
を整備し、学習のできる環境を整えます。

☆児童センター管理事業

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、デジタル
ファーストの推進と感染予防対策の徹底を図るため、児童センターにWi-Fi環
境を整備し、学習のできる環境を整えます。

３　子どもの個性と力がのびのび育つ教育のまち　（子育て・教育）

主　　な　　内　　容 補正額 担当課

〇母子保健事業

　今後の見込により未熟児養育医療費を増額します。

○予防接種事業（新型コロナウイルス分）

　ワクチン接種委託料から医師等報酬への事業費の組替えのほか、10月以降
の新型コロナウイルスワクチン接種に係る経費を計上します。

２　みんなで支えあい健やかに暮らせるまち　（健康・福祉）

主　　な　　内　　容 補正額 担当課

　※一般会計分は、第六次総合計画の基本目標別に掲載しています。

　※事業の詳細は、各担当課へお問い合わせください。

１　一般会計

●介護保険特別会計（補正予算第1号）

●後期高齢者医療特別会計（補正予算第1号）

◎　補正予算の主な内容　（☆は新規事業、補正額の単位は千円、減額は△で表示）

令和３年９月市議会定例会で成立した補正予算の概要

　各会計の補正予算の額は、

●一般会計（補正予算第６号）

●国民健康保険特別会計（補正予算第2号）

●井上、幸高、九反田、中島財産区特別会計（補正予算第1号）



9,100 学校教育課

1,500 学校教育課

1,500 学校教育課

6,776 学校教育課

△ 1,271 子ども課

957 文化スポーツ課

1,610 文化スポーツ課

600 文化スポーツ課

3,370 総務課

6,222 消防本部
　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、サーマルカ
メラやWEB会議用備品、感染防護衣の購入等、感染予防対策の充実を図りま
す。

担当課

☆防災危機管理事業

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、抗原検査
キットを購入し感染拡大防止を図ります。
　豊洲地域防災拠点施設の運用が本年度中に開始となることから、光熱水費
を計上します。

☆一般管理事務費【常備消防費】

５　安全・安心で快適な生活と美しい自然環境がともにあるまち　（安心安全・都市基盤整備・環境）

主　　な　　内　　容 補正額

○体育施設管理事業

　今後の見込により新型コロナウイルスワクチン接種会場となっている北部体
育館の光熱水費を増額します。

☆博物館管理運営事業

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、デジタル
ファーストの推進と感染予防対策の徹底を図るため、市立博物館及び博物館
分館（笠鉾会館）にWi-Fi環境を整備します。

☆図書館管理運営事業

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、デジタル
ファーストの推進と感染予防対策の徹底を図るため、市立須坂図書館にWi-Fi
環境を整備します。

４　一人ひとりが学び、高め合うまち　（生涯学習・文化振興・スポーツなど）

主　　な　　内　　容 補正額 担当課

○親善交流事業

　三浦市との親善交流が中止となったため、事業費を減額します。

○学校給食センター管理事業

　新学校給食センターの稼働状況と今後の見込により、水道料及び下水道使
用料を増額します。
  前年度の新学校給食センター維持管理運営業務における委託経費のうち、
物価上昇分について精算します。

○中学校教育振興事業 

　寄附金を活用し、相森中学校及び墨坂中学校の義務教育教材備品の充実
を図ります。

○小学校教育振興事業

　寄附金を活用し、豊洲小学校及び旭ヶ丘小学校の義務教育教材備品の充
実を図ります。

担当課

○教育奨励事業 

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、小中学校の
校外活動におけるコロナ対策費を公費負担することにより、保護者負担の軽
減を図ります。

主　　な　　内　　容 補正額



3,620 道路河川課

6,717 道路河川課

20,000 道路河川課

13,000 道路河川課

3,500 道路河川課

500 まちづくり課

△ 3,836 市民課

1,658 まちづくり課

175 農林課

7,680 農林課

5,870 産業連携開発課

〇産業連携事業 

　地方創生推進交付金（恋人の聖地事業）を活用し、「恋人の聖地ロゴマーク」
及び原材料原産地表示「長野県須坂市」を瓶ラベルに印刷して、フルーツ
エールの販路拡大を行うことにより須坂市及び須坂産フルーツの魅力及び認
知度を向上させるために信州須坂フルーツエール推進協議会負担金を増額
します。
　農商工観共創支援貸付金の活用見込があることから貸付金を増額します。

☆産地ブランド推進事業

　地方創生推進交付金（恋人の聖地事業）を活用し、恋人の聖地がある須坂
市の果物等をPRするため、パンフレットの作成やインターネット広告等により更
なる果樹振興を図るため、須坂市農業再生協議会への負担金を計上します。

☆農業制度資金金融対策事業

　凍霜害により農作物に被害を受けた農業者を支援するため、資金融資の利
子補給を行います。

６　活力と賑わいのある自立したまち　（産業振興）

主　　な　　内　　容 補正額 担当課

　県の補助金を活用し、県産材を使った案内看板を整備します。
　木材価格の高騰によりボート乗り場及び弁天橋の修繕料を増額します。

☆臥竜公園管理事業

☆公共交通対策事業

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、新型コロナ
ウイルス感染症の影響による鉄道事業者の事業継続を支援するため、鉄道軌
道基盤維持特別対策事業補助金を計上します。
　鉄道軌道輸送対策事業補助金を精査します。

　緊急自然災害防止対策事業債を活用し、北相之島排水機場のインバー
ターを更新します。

○市営住宅管理事業

　市営住宅屋部団地の空き住宅を解体するための設計委託料を計上します。

○住宅防災対策事業

○道路改良事業（単独）

　インター周辺開発の第2次用地の開発に伴い、市道井上駅跨線橋線の道路
改良の延伸が必要なため、測量設計委託料を増額します。

○除雪事業

　降雪期前に除雪車両の点検が必要なことから、手数料を増額します。

○道路維持補修事業

　各町区の要望等への対応のため、道路修繕に係る経費を増額します。

担当課

○排水機場維持管理事業

　福島北排水機場の除塵機や川瀬川水位計の修繕が必要なことから修繕料
を増額します。

主　　な　　内　　容 補正額



391 産業連携開発課

1,000 総務課

461,003 財政課

3,392 財政課

△ 28,551 財政課

37,561 健康づくり課

△ 750 財政課

78,414 高齢者福祉課

242 健康づくり課

補正額 担当課

　前年度決算により、保険料等負担金を増額し、繰出金を計上します。

　前年度決算により、返還金と繰出金を計上します。
　繰越金確定等により、基金へ積み立てます。

５　後期高齢者医療特別会計

主　　な　　内　　容

担当課

　土地の貸付契約が一部解除となったため、旧貸付地の水道料を計上しま
す。
　繰越金確定等により、基金積立金を減額します。

４　介護保険特別会計

主　　な　　内　　容 補正額 担当課

担当課

　確定により、国保連合会への負担金を減額します。
　前年度決算により、繰出金を増額します。
　繰越金確定等より、基金へ積み立てます。

３　井上、幸高、九反田、中島財産区特別会計

主　　な　　内　　容 補正額

２　国民健康保険特別会計

主　　な　　内　　容 補正額

○償還金（元金） 

　臨時財政対策債（2010年度借入）の利率見直しに伴い、償還元金を増額し
ます。

○償還金（利子）

　臨時財政対策債（2010年度借入）の利率見直し及び2020年度に借り入れた
地方債の利率確定により、償還利子を減額します。

○財産管理事業

　決算額確定に伴い、前年度実質収支の1/2を財政調整基金へ積み立てま
す。

○庁舎管理事業 

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、飛沫飛散防
止パネル等を購入し、感染予防対策の充実を図ります。

７　市民とともにつくる持続可能なまち　（行政経営）

主　　な　　内　　容 補正額 担当課

補正額 担当課

☆勤労者福祉事業

　須坂駅前中央自転車駐輪場の防犯カメラを入れ替えるとともに、盗難防止
告知看板を設置し盗難防止を図ります。

主　　な　　内　　容


